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◎色々威腹巻

の
交
流
を
物
語
る
七
支
JJ
な
ど
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
七
支
刀
（
国
宝
）
は
、
身
の

左
右
に
各
三
本
の
枝
刃
を
段
違
い
に
作
り

出
し
た
特
異
な
鉄
剣
で
、

「泰
□

四
年
…
百

錬
鋼
七
支
刀
…
」
の
銘
文
が
刻
ま
れ
、
最
初

の
二
文
字
を
中
国
の
東
晋
の
年
号
、
太
和
と

み
て
西
暦
の
一二
六
九
年
に
作
ら
れ
た
と
す
る

見
解
が
一
般
的
で
す
。『

8
本
書
紀
』
に
よ
れ

ば
、
神
功
皇
后
の
五
十
二
年
に
百
済
か
ら
七

支
JJ
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
あ
り
、
そ
れ
が
こ

の
鉄
剣
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
倭

(
H
本
）
は
、

そ
の
こ
ろ
か
ら
百
済
と
密
接
な
関
係
を
も

ち
始
め
ま
す
が
、
七
支
刀
は
そ
の
国
際
交
渉

史
を
物
語
る
重
要
な
歴
史
の
資
料
で
す
。

ま
た
、
石
上
神
宮
に
は
立
ち
人
る
こ
と
の

で
き
な
い
禁
足
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
は

明
治
七
年
(
-
八
七
四
）
に
大
宮
司
の
菅
政
友

に
よ
り
発
掘
さ
れ
、
神
剣
と
と
も
に
各
種
の

勾
玉
や
管
玉
、
環
頭
大
刀
把
頭
、
銅
鏃
な
ど

が
出
士
し
ま
し
た
。
神
剣
は
本
殿
に
奉
安

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
出
土
品
（
璽

要
文
化
財
）
は
別
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
出
土
品
は
古
墳
時
代
前
期
の
副

葬
品
と
類
似
し
、
古
代
の
神
社
の
信
仰
形

態
が
う
か
が
わ
れ
る
貴
重
な
遺
品
で
す
。
こ

の
他
に
神
宮
に
は
古
墳
時
代
の
鉄
盾
（
軍
要

文
化
財
）
や
室
町
時
代
の
色
々
威
腹
巻
（
重

要
文
化
財
）
、
中
世
の
刀
剣
な
ど
の
優
品
も

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
宝
物
は
、
普

段
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
の

展
覧
会
は
そ
れ
ら
を
見
て
い
た
だ
け
る
得
難

い
機
会
で
あ
り
、
仏
教
伝
来
以
前
の
日
本
古

来
の
文
化
を
理
解
す
る
上
に
も
意
義
深
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

七
支
刀
と
石
上
神
宮
の
神
宝

c
 ,`
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石
上
神
宮
は
、
大
和
盆
地
の
中
央
東
寄

ふ

る

ま

ち

り
の
天
理
市
布
留
町
に
鎮
座
す
る

8
本
最

古
の
神
社
の
一
っ
で
、
古
代
か
ら
多
く
の
神
宝

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
別
陳
列
は
、

そ
れ
ら
の
至
宝
を
一
堂
に
会
し
て
、
神
宮
の

成
立
と
信
仰
形
態
の
変
遷
を
紹
介
し
な
が

ら、

8
本
古
代
史
の
一
端
を
考
察
し
、
あ
わ
せ

て
神
道
美
術
も
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
企
画

し
ま
し
た
。
石
上
神
宮
は
『
日
本
書
紀
』
に

記
さ
れ
た
由
緒
あ
る
神
社
で
、
東
ア
ジ
ア
と
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「
お
水
取
り
」
は
、
奈
良
・
東
大
寺
の
二
月
堂
で
お
こ
な

わ
れ
る
仏
教
行
事
で
す
。
行
事
の
な
か
に
、
井
戸
（
若
狭

井
）
か
ら
水
を
汲
ん
で
本
尊
に
お
供
え
す
る
と
い
う
次

第
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
お
水
取
り
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

仏
事
と
し
て
の
正
確
な
名
称
は
「
修
二
会
」
で
す
。
旧
暦

の
二
月

一
8
＼
十
四
H
に
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
、
そ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
三
月

一
H
か
ら
十
四
8
に
か
け
て
お
こ
な
わ

れ
、
数
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
て
い
ま
す
。
参
詣
者
に
と

っ
て
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
二
月
堂
の
欄
干
で
振
ら
れ
る

大
き
な
松
明
で
す
。
こ
の
松
明
は
本
来
、
参
籠
す
る
僧
が

宿
所
か
ら
二
月
堂
へ
と
上
堂
す
る
際
に
足
元
を
照
ら
す

灯
り
な
の
で
す
が
、
こ
れ
が
欄
干
で
振
ら
れ
る
と
大
き
な

火
の
粉
が
空
中
に
飛
び
散
り
、
そ
の
瞬
間
、
寒
空
の
も
と

屋
外
で
参
拝
す
る
人
々
の
歓
声
が
ど
っ
と
上
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
仏
事
と
し
て
の
「
修
二
会
」
行
法
の

H
的
は
、

火
の
粉
を
散
ら
す
こ
と
で
も
水
を
汲
む
こ
と
で
も
な
く
、

仏
の
前
に
自
ら
の
罪
過
を
懺
悔
す
る
こ
と
（
悔
過
）
で
す
。

二
月
堂
の
本
尊
は
十

一
面
観
音
菩
薩
で
、
修
二
会
に
お
い

て
お
こ
な
わ
れ
る
行
法
は
「
十
一
面
悔
過
」
で
す
。

現
在
、
二
月
堂
の
内
陣
に
は
大
観
音・
小
観
音
と
呼
ば

れ
る
大
小
一
一
体
の
十

一
面
観
音
像
が
、
そ
れ
ぞ
れ
厨
子

に
収
め
ら
れ
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
体
の
観
音
像
は
い

つ
の
時
代
か
ら
か
秘
仏
と
さ
れ
、
参
籠
す
る
僧
た
ち
で
あ

っ
て
も
拝
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
十
二
枇

紀
に
こ
の
小
観
音
像
を
見
た
人
物
が
描
い
た
画
像
に
よ

っ
て
、
そ
の
姿
を
想
像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
修
二
会
が
持
つ
最
大
の
歴
史
的
意
義

は、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
に
創
始
さ
れ
て
以
来
、

一

度
も
絶
え
る
こ
と
な
く
「
不
退
の
行
法
」
と
し
て
実
施

さ
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
で
し
ょ
う
。『
東
大

寺
要
録
』
に
は
、
東
大
寺
の
初
代
別
当
良
弁
の
弟
子
で

あ
る
実
忠
和
尚
が
初
め
て
十
一面
悔
過
を
執
行
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
、
二
月
堂
自
体
も
彼
の
創
建
に
な
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
当
館
で
は
東
大
寺
で
修
二
会
が
お
こ
な
わ
れ
る

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
、
「
お
水
取
り
」
展
を
企
画
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
は
特
に
礼
堂
で
お
こ
な
わ
れ
る
作
法
に

注

H
し、
声
明
に
か
か
わ
る
資
料
を
軸
に
展
示
を
構
成

り

し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
空
気
の
中
で
行

法
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
、
皆
様
に
そ

れ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
主
な
出
陳
品
】

◎
香
水
杓
、
饒
〔
堂
司

鈴〕‘
◎
二
月
堂
修
中
練
行
衆
H
記
、
ニ

月
堂
縁
起
、
二
月
堂
曼
荼
羅
、
十

一
面

観
音
像
（
以
上
東
大
寺
）
、
二
月
堂
お
水

取
り
絵
巻
（
個
人
）
、
紺
紙
銀
字
華
厳

経
〔
二
月
堂
焼
経
〕
（
当
館
）

ぉ

◆
会
期

◆
会
場

平
成
十
六
年
二
月
十
七

B
（
火
）
ー
三
月
一
ぷ
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ー
外
か
ら
み
る
奈
良
博
ー

実
の
と
こ
ろ
私
は
、
二
年
前
ま
で
奈
良
膊
に
勤
務
し
、
こ
の
正
倉
院
展
を
準
備
・

開
催
す
る
「
内
」
側
の
一員
で
あ
っ
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
な
が
ら
、
貴
重
な

に
っ
さ
ん

宝
物
の
借
用
の
た
め
に
正
倉
院
に
日
参
し
た

H
々
は
、
既
に
懐
か
し
い
。

た
ず
さ

正
倉
院
展
に
自
ら
が
携
わ
る
ま
で
は
、
ま
っ
た
＜
想
像
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
正

な
み
た
い
て
い

倉
院
展
に
注
が
れ
る
労
力
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
。
昨
今
の
博
物
館
で
は
梱

ぼ
う他
・
運
搬
な
ど
を
学
芸
貝
み
ず
か
ら
が
行
な
わ
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
が
、
正
倉

院
展
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
総
動
員
さ
れ
た
奈
良
博
の
館
員
の
手
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
る
。
し
か
も
、
見
た

H
以
上
に
脆
い
宝
物
群
の
扱
い
は
、
神
経
を
磨
り
減
ら

す
作
業
の
連
続
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
借
用
か
ら
返
却
に
い
た
る
ニ
ヶ
月
間
以
外
に

も
、
そ
の
準
備
の
た
め
に
は
、
他
の
展
覧
会
な
ど
の
企
画
と
併
行
し
な
が
ら
、
一
年
の

半
分
近
く
の
月
H
が
費
や
さ
れ
る
。
華
や
か
な
展
覧
会
の
裏
に
は
、
奈
良
博
や
宮
内

庁
正
倉
院
事
務
所
を
初
め
と
す
る
多
く
の
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
隔
さ
れ
て
い
る
。

観
覧
者
側
の
立
場
か
ら
、
そ
の
労
苦
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
本
年
の
正
倉
院
展
で
あ
る
が
、
数
年
前
か
ら
の
前
売
券
の
販
売
に
よ
り
券

売
所
前
の
長
蛇
の
列
は
幾
分
な
り
と
も
解
消
へ
と
向
か
い
、
東
西
新
館
を
用
い
た
展

示
室
に
よ
っ
て
、
観
覧
条
件
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
茶
室
の
公
開

な
ど
も
含
め
て
、
施
設
や
対
応
面
で
の
改
善
に
は
心
が
砕
か
れ
て
い
る
と
思
う
。

め

の

う

つ

き

展
示
室
内
で
眼
を
引
い
た
点
と
し
て
は
、
堀
瑞
の
杯
な
ど
、
展
示
台
や
照
明
の
エ

夫
に
よ
っ
て
、
実
に
見
事
に
そ
の
材
質
の
美
し
さ
が
引
き
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
ま

じ

ょ

く

ば

ん

ず
挙
げ
た
い
。
褥
や
幡
な
ど
の
部
分
拡
大
写
真
も
、
鑑
賞
者
へ
の
配
慮
と
し
て
的
確

ば

ち

る

え

が

ら

に
配
さ
れ
て
い
た
。
撥
鍍
の
尺
で
は
、
鑑
賞
者
の
関
心
を
考
慮
し
、
絵
柄
の
興
味
深
い

裏
側
を
優
先
し
て
み
せ
て
い
た
の
も
、
展
示
方
針
と
し
て
私
に
は
好
感
が
持
て
た
。

出
品
内
容
の
選
定
は
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
が
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
奈
良
膊

ヵヵ

は
関
わ
ら
な
い
が
、
美
術
品
で
は
な
い
た
め
に
、
な
か
な
か
展
示
の
機
会
に
恵
ま
れ
な

た

ん

ぎ

ん

で

い

う

ん

も

ふ

ん

か
っ
た
丹
や
銀
泥
・
雲
母
粉
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
点
も
、
今
後
の
正
倉
院
展
の
一
っ

天
平
の
残
香
を
感
じ
て
1

第
五
十
五
回
正
倉
院
展
見
学
記
ー

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授

の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
個
人
的
に
は
む
し
ろ
好
ま
し
く
感
じ
た
。

若
干
気
に
な
っ
た
点
を
あ
え
て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
展
示
品
解
説
の
内
容
で
あ

は

く

る

り

の

た

か

つ

き

め

の

う

る
。
例
え
ば
白
瑠
璃
高
杯
や
堀
瑞
杯
は
、

H
本
製
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
感
じ
た
が
、
こ
れ
は
ど
れ
だ
け
の
根
拠
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か。

H
本
に
お
け
る
瑠
璃
や
瑞
瑞
の
製
品
は
玉
類
が
中
心
で
あ
り
、
形
態
面
か
ら
日

本
製
の
焼
き
物
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
白
瑠
璃
高
杯
な
ど
を
日
本
製
と
す
る
に
は
、

技
法
や
材
質
に
お
け
る
積
極
的
な
識
別
基
準
が
い
ま
少
し
必
要
に
思
う
。

え
ん
た
ん

同
様
に
鉛
丹
に
つ
い
て
は
、
絵
の
具
・
ガ
ラ
ス
の
原
料
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
前
者

の
用
途
が
重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
丹
が
顔
料
と
し
て
多
用
さ
れ
た

え
ん
た
ん

の
は

一
般
論
と
し
て
間
違
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
一
連
の
鉛
丹
の
包
み
紙
や
布
袋
か

ら
唯
一
直
接
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
玉
瓦
料
」
と
し
て
の
用
途
で
あ
り
、

そ
の
点
に
は
図
録
で
も
特
に
言
及
が
な
い
。
玉
瓦
は
「
玉
と
瓦
」
の
意
味
で
は
な
く
、

さ

ん

さ

い

せ

ゆ

う

瑠
璃
限
の
よ
う
な
瓦
、
す
な
わ
ち
三
彩
な
ど
の
施
釉
が
な
さ
れ
た
瓦
を
指
し
て
お

り
、
釉
薬
原
料
と
し
て
の
用
途
も
無
視
で
き
な
い
。
小
斤
と
い
う
、
い
わ
ば
精
度
の
高

い
単
位
で
重
量
の
書
き
換
え
が
行
な
わ
れ
た
の
も
、
厳
密
さ
を
要
求
す
る
釉
薬
な

ど
の
調
合
を
考
え
る
と
納
得
し
や
す
い
し
、
使
用
す
る
こ
と
な
く
大
量
に
留
め
お
か

れ
た
謎
も
、
そ
こ
か
ら
解
き
ほ
ぐ
せ
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

さ

ま

つ

少
々
瑣
末
な
点
に
立
ち
人
り
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
誤
解
が
な
い
よ
う
に
付

け
加
え
て
お
く
と
、
上
記
の
解
説
も
む
ろ
ん
間
違
い
と
は
言
え
ず
、
そ
の
他
の
い
ず

れ
の
解
説
も
既
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
残
さ
れ
た
ご
く
わ
ず

か
な
課
題
と
し
て
、
今
後
へ
の
期
待
を
兼
ね
て
記
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

正
倉
院
展
は
、
天
平
の
残
り
香
を
肌
で
感
じ
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
今
後
の
正
倉
院
展
が
、

良
き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
時
に
、
よ
り
新
し
く
脱
皮
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
ま

た
そ
れ
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

高

橋

照

彦



装飾器台付子持壺（当館） ＠聖徳太子像（一乗寺） ◎金銅透彫経筒（万徳寺）

【
彫
刻
】

第
1
室
〈
奈
良
時
代
の
仏
像
〉

◎
脱
活
乾
漆
木
造
梵
天
立
像
、
◎
脱
活
乾
漆

木
造
伝
救
脱
菩
薩
立
像
（
以
上
秋
篠
寺
）
、
＠

銅
造
法
華
説
相
図
（
長
谷
寺
）
‘
◎
木
造
菩
薩

立
像
（
金
竜
寺
）
‘
◎
銅
造
誕
生
釈
迦
仏
立
像

（
悟
真
寺
）
、
銅
造
誕
生
釈
迦
仏
立
像
（
当
館）、

銅
造
誕
生
釈
迦
仏
立
像
、
銅
造
誕
生
釈
迦
仏

立
像
、
銅
造
誕
生
釈
迦
仏
立
像
（
以
上
個
人
）
、

＠
脱
活
乾
漆
舎
利
弗
立
像
（
興
福
寺
）
、
＠
脱

活
乾
漆
目
捷
連
立
像
、
＠
脱
活
乾
漆
緊
那
羅

立
像
（
以
上
典
福
寺
）
‘
◎
銅
造
光
背
〔
二
月

堂
光
背
〕
（
＼

2
／

15
、
3
/
2
3
¥
）
、
◎
木
造

西
大
門
勅
額
（
以
上
東
大
寺
）
、
＠
木
心
乾
漆

光
背
（
聖
林
寺
）
、
＠
木
心
乾
漆
義
淵
僧
正
坐

像
（
岡
寺
）
‘
◎
木
心
乾
漆
阿
悶
如
来
坐
像
（
西

大
寺
、

l
/
2
7
¥
）
、
木
心
乾
漆
帝
釈
天
坐
像

（
当
館
、
＼
l
／

25)

第
2
室
〈
鎌
倉
時
代
の
仏
像
〉

◎
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
浄
土
寺
）
、
木
造

閻
魔
王
坐
像
、
木
造
泰
山
府
君
坐
像
（
以
上

東
大
寺
）
、
＠
木
造
法
相
六
祖
像
の
う
ち
行
賀

像
（
興
福
寺
）
‘
◎
木
造
重
源
上
人
坐
像
（
浄

土
寺
）
‘
◎
木
造
千
手
観
音
立
像
（
妙
法
院
）
、

◎
木
造
十
一
面
観
音
立
像
（
元
興
寺
）
、

第
3
室
〈
平
安
時
代
前
期
の
仏
像
〉

◎
木
造
虚
空
蔵
菩
薩
半
珈
像
（
北
僧
坊
）
、
＠

木
造
薬
師
如
来
立
像
（
元
興
寺
）
、
木
造
如
来

立
像
（
当
館
）
‘
◎
木
造
吉
祥
天
立
像
（
法
明
寺
）
、

◎
木
造
聖
観
音
立
像
（
観
心
寺
）
‘
◎
木
造
千

手
観
音
立
像
（
園
城
寺
）
‘
◎
木
造
十
一
面
観

音
立
像
（
勝
林
寺
）
‘
◎
木
造
十
一
面
観
音
立

像
（
地
福
寺
）
‘
◎
木
造
観
音
菩
薩
立
像
（
セ
ゾ

ン
現
代
美
術
館
）

第
4
.
6
室
〈
ガ
ン
ダ
ー
ラ
・
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
彫
刻
〉

平
常
展「
仏
教
美
術
の
名
品
」ー
／

4
＼

本

館

＊
ガ
ン
ダ
ー
ラ
＊
石
造
菩
陸
立
像
、
石
造
仏

伝
図
浮
彫
（
以
上
当
館
）
、
ス
ト
ゥ
ッ
コ
如
来
頭

部
、
ス
ト
ゥ
ッ
コ
如
来
坐
像
、
ス
ト
ゥ
ッ
コ
菩
薩
立

像
、
ス
ト
ゥ
ッ
コ
ア
ト
ラ
ス
像
、
石
造
貴
婦
人
群

像
（
以
上
個
人
）

＊
中
国
＊
銅
造
仏
三
尊
飾
板
、
銅
造
誕
生

釈
迦
仏
立
像
（
以
上
個
人
）
、
銅
造
二
仏
並
坐

像（
当
館
）
、
銅
造
菩
薩
坐
像
、
銅
造
力
士
立
像
、

◎
木
造
諸
尊
仏
廊
（
以
上
個
人
）
、
方
形
独
尊

坐
像
塘
仏
、
方
形
阿
弥
陀
三
椋
塘
仏
、
方
形

独
尊
堺
仏
、
小
型
独
椋
堺
仏
、
多
宝
塔
塘
仏
（
以

上
当
館
）
、
石
造
如
来
頭
部
〔
雲
岡
〕
、
石
造
如

来
頭
部
〔
天
龍
山
〕
、
石
造
仏
五
尊
碑
像
、
石

造
仏
立
像
、
石
造
仏
浄
土
碑
像
、
◎
石
造
三
尊

仏
織
（
以
上
個
人
）
、
◎
石
造
一云
一
尊
仏
窟
、
◎
石

造
十
一面
観
音
立
像
（
以
上
当
館
）

＊
朝
鮮
半
島
＊
銅
造
如
来
立
像
（
光
明
寺
）
、

銅
造
如
来
立
像
（
当
館）

第
7
室
〈
檀
像
〉

◎
木
造
観
音
菩
薩
立
像
（
本
山
寺
）
‘
◎
木
造

弥
勒
仏
坐
像
（
東
大
寺
）
、
◎
木
造
維
摩
居
士

坐
像
（
石
山
寺
）
、
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像
（
当

館、
i

l
/
25)
、
◎
木
造
十

一
面
観
音
立
像

（
海
住
山
寺
、

1
/
2
7
¥
)

第
8
室
〈
塑
像
〉
〈
小
金
銅
仏
〉

◎
朔
像
断
片
〔
奈
良
・
薬
師
寺
洒
塔
出
土
〕
、

朔
造
人
物
頭
部

〔奈
良
•
本
薬
師
寺
出
土
〕
（
以

上
薬
師
寺
）
、
塑
造
菩
薩
頭
部
〔
奈
良
・
定
林

寺
出
土
〕
（
当
館
）
、
塑
像
断
片
〔
奈
良
・
川
原

寺
裏
山
遺
跡
出
士
〕
（
明
日
香
村
）
、
塑
像
断

片
〔
滋
賀
・
雪
野
寺
出
士
〕
（
個
人
）
、
塑
像
断

片
〔
鳥
取
・
斉
尾
廃
寺
出
土
〕
、
銅
造
如
来
立

像
（
以
上
当
館
）
‘
◎
銅
造
菩
薩
立
像
（
法
起
寺
）
、

◎
銅
造
菩
薩
半
珈
像
（
神
野
寺
）
‘
◎
銅
造
観

音
替
薩
立
像
（
観
心
寺
）
‘
◎
銅
造
観
音
菩
薩

立
像
（
法
隆
寺
）
、
銅
造
菩
陸
立
像
、
銅
造
菩

薩
立
像
、
銅
造
十

一
面
観
音
立
像
〔
仏
像
型
〕

（
以
上
当
館
）

第
9
室
〈
平
安
時
代
後
期
の
仏
像
〉

木
造
大

H
如
来
坐
像
（
西
城
戸
町
）
、
木
造
釈

迦
如
来
坐
像
（
法
隆
寺
）
、
木
造
菩
薩
半
珈
像
、

木
造
不
動
明
王
立
像
（
以
上
個
人
）
‘
◎
木
造

増
長
天
立
像
（
称
名
寺
）
、
◎
木
造
増
長
天
立

像
（
法
明
寺
）
、
木
造
伝
前
鬼
・
後
鬼
坐
像
（
直

南
院
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
金
剛
寺
）
、

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
木
造
広

H
天
立
像
、

木
造
昆
沙
門
天
立
像
（
以
上
当
館
）

第
10
室
〈
鎌
倉
時
代
の
仏
像
〉

木
造
弥
勒
菩
薩
立
像
（
林
小
路
町
）
‘
◎
木
造

地
蔵
菩
薩
立
像
（
東
大
寺
、

1
/
2
7
1
)
、木

造
地
蔵
菩
薩
立
像
（
萬
福
寺
、

I

l
/
25)
、

◎
木
造
馬
頭
観
音
立
像
（
浄
瑠
璃
寺
）
‘
◎
木

造
大
黒
天
立
像
（
西
大
寺
）

第
11
室
〈
神
仏
習
合
の
彫
像
〉

◎
銅
造
蔵
王
権
現
立
像
（
大
峰
山
寺
）
、
木
造

蔵
王
権
現
立
像
（
当
館
）
、
◎
木
造
大
将
軍
神

坐
像
（
大
将
軍
八
神
社
）
、
木
造
大
将
軍
神
坐

像
、
木
造
伊
豆
山
権
現
立
像
（
以
上
当
館
）
、

木
造
男
神
坐
像
（
観
音
寺
）
‘
◎
銅
造
熊
野
十

二
社
本
地
仏
懸
仏
（
当
館
、
i
l
/
2
5
)
、
銅
造

十
一面
観
音
三
尊
懸
仏
（
個
人
、
I
l
/
2
5
)
、

木
造
男
女
神
像
、
木
造
童
子
形
坐
像
（
以
上

当
館
、

1
/
2
7
1
)

第
12
室
〈
獅
子
・
狛
犬
〉

(
S
l
/
2
5
)

木
造
獅
子
、
◎
木
造
獅
子
（
以
上
当
館
）
、
◎

木
造
狛
犬
（
手
向
山
八
幡
宮
）
‘
◎
木
造
狛
犬

（
当
館
）

〈
神
将
形
の
彫
像
〉

(
1
/
2
7
S
)

木
造
毘
沙
門
天
立
像
（
笠
置
寺
）
‘
◎
木
造
四

天
王
立
像
（
海
住
山
寺
）
、
◎
木
造
十
二
神
将

立
像
〔
辰
神
〕
（
室
生
寺
）

第

13
室
〈
地
蔵
菩
薩
と
そ
の
周
辺
〉

(
S
l

/
2
5
)
 

◎
木
造
明
星
菩
薩
立
像
（
弘
仁
寺
）
‘
◎
木
造

龍
猛
菩
薩
立
像
（
泰
雲
院
）
‘
◎
木
造
地
蔵
菩

薩
立
像
（
大
福
寺
）
、
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
（
新

薬
師
寺
）
‘
◎
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
（
称
名
寺
）
、

◎
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
（
春
巫
見
寺
）
、
木
造
地

【
考
古
】

〈
縄
文
時
代
の
生
活
〉

士
偶
〔
山
形
・
杉
沢
遺
跡
出
士
〕
・
深
鉢
〔
伝
青

森
・
伝
茨
城
出
土
〕
（
以
上
、
当
館
）

〈
弥
生
の
祭
祀
用
青
銅
器
〉

銅
鉾
〔
長
崎
・
黒
島
出
土
〕
（
当
館
）
、
銅
鐸
（
妙

国
寺
）
、
銅
鐸
〔
静
岡
・
釣
荒
神
山
出
土
〕
（
当

館
）
‘
◎
銅
鐸

〔滋
賀
・
石
山
寺
出
土〕

（
石
山

寺）〈
古
墳
を
飾
る
〉

装
飾
器
台
付
子
持
壺
（
当
館
）
、
人
物
線
刻
装

飾
器
台
付
子
持
壺
（
当
館
）
、
埴
輪
〔
伝
茨
城

県
出
土
〕
（当
館）

〈
古
墳
時
代
末
期
の
葬
送
〉

陶
棺
〔
奈
良
・
西
大
寺
出
土
〕
（
当
館
）

〈
仏
教
考
古
〉

蓮
華
文
鬼
瓦
〔
奈
良
・
奥
山
久
米
寺
出
土
〕
（
京

都
国
立
博
物
館
）
、
蓮
華
文
鬼
瓦
〔
奈
良
•
山

村
廃
寺
出
土
〕
（
個
人
）
、
鬼
身
文
鬼
瓦
〔
奈
良
・

薬
師
寺
出
土
〕
（
京
都
国
立
博
物
館
）
‘
◎
鬼

瓦
〔
伝
奈
良
・
大
安
寺
出
土
〕
（
個
人
）
、
鬼
瓦

〔
奈
良
・
秋
篠
寺
出
土
〕
（
個
人
）
、
鬼
瓦
〔
愛
知
・

社
山
古
窯
出
土
〕
（
個
人
）
‘
◎
鳳
凰
塘
（
南
法

華
寺
）
、
◎
石
製
九
輪
〔
奈
良
・
山
村
廃
寺
出
土
〕

（
円
照
寺
）
、
＠
粟
原
寺
伏
鉢
（
談
山
神
社
）
、

◎
海
会
寺
出
土
品

一
括
（
大
阪
・
泉
南
市
教

育
委
員
会
、
＼
3
／

21)
、
◎
元
典
寺
塔
跡
出

士
鎮
壇
具
一
括
（
元
興
寺
、

3
/
2
3
¥
)
、霊

安
寺
塔
跡
出
士
鎖
埴
具
一
括

(
3
/
2
3
i
)
、

平
常
展「
仏
教
美
術
の
名
品
」

1
/
4
1
4
/
4

西
新
館

蔵
菩
薩
立
像
（
長
谷
寺
）
、
木
造
地
蔵
菩
薩
立

像
（
十
市
町
自
治
会
）

〈
神
将
形
の
彫
像
〉

(
1
/
2
7
i
)

◎
木
造
十
二
神
将
立
像
〔
6
躯
〕
（
東
大
寺
）
、

木
造
十
二
神
将
立
像
〔
12
躯
〕
（
当
館
）



◎襲前国仲津郡丁里戸籍（当館） ◎ -t-=神将立像〔辰紳〕（室生寺） 海会寺出土軒丸瓦（大阪•泉南市教育委員会）

瓦
塔
〔
静
岡
・
一ニケ
H
出
土
〕
、
花
禽
双
鸞
八
花

鏡
〔伝
大
阪
・
開
口
神
社
付
近
出
土
、
3
/
2
3

¥
〕
、
◎
佐
井
寺
僧
道
薬
墓
出
土
品
一
括
、
◎

山
代
忌
寸
真
作
墓
誌
、
◎
出
雲
荻
抒
古
墓
出

士
品
一
括
、
◎
青
磁
鉢
（
正
暦
寺
）
、
◎
石
製

弥
勒
如
来
坐
像
〔
長
崎
・
壱
岐
鉢
形
峯
経
塚

出
土
〕
、
陶
製
経
筒
〔
愛
媛
・
北
条
市
出
土
〕
（
当

館
）
‘
◎
藤
原
道
長
願
経
〔
奈
良
・
金
峯
山
経

塚
出
土
〕
（
金
峯
神
社
）
、
紙
本
墨
書
法
華
経

〔
和
歌
山
・
粉
河
経
塚
出
土
〕
、
紙
本
朱
書
法

華
経
〔
伝
大
分
県
出
土
〕
（
以
上
当
館
）
‘
◎
紙

本
朱
墨
交
書
法
華
経
〔
和
歌
山
・
王
子
神
社

経
塚
出
土
〕
（
王
子
神
社
）
‘
◎
銅
板
経
〔
大
分
・

長
安
寺
経
塚
出
土
〕
（
長
安
寺
）
、
瓦
経
〔
福
岡
・

飯
盛
山
経
塚
出
土
〕
、
青
石
経
〔
愛
媛
・
大
B

堂
経
塚
出
土
〕
、
泥
塔
経
〔
鳥
取
・
智
積
寺
経

塚
出
土
〕
（
以
上
当
館
）

【
工
芸
】

◎
密
観
宝
珠
嵌
装
舎
利
厨
子
（
般
若
寺
）
、
◎

山
王
曼
荼
羅
彩
絵
舎
利
厨
子
（
聖
衆
来
迎
寺
）
、

銅
経
筒
（
施
福
寺
）
‘
◎
金
銅
透
彫
経
筒
（
万

徳
寺
）
、
＠
金
銅
透
彫
華
嬰
（
中
尊
寺
金
色
院
）
、

◎
金
銅
種
子
華
嬰
、
金
銅
尾
長
鳥
文
華
嬰
（
以

上
当
館
）
、
◎
木
製
蓮
華
文
華
嬰
（
霊
山
寺
、

¥
3
/
8
)
、
黒
漆
塗
礼
盤
、
黒
漆
塗
須
弥
壇

（
以
上
当
館
、
＼
2
／

l
)
、
磐
架
、
孔
雀
文
磐

（
以
上
当
館
、
＼
3
／

8
)
、
◎
銅
鏡
（
円
福
寺
）
、

◎
金
銅
四
天
王
五
鈷
鈴
（
弥
谷
寺
）
、
金
銅
四

天
王
五
鈷
鈴
、
金
銅
五
大
明
王
五
鈷
鈴
、
銅
四

大
明
王
宝
塔
鈴
（
以
上
、
個
人
）
、
銅
独
鈷
鈴
、

白
銅
五
鈷
鈴
、
銅
五
鈷
杵
、
金
銅
独
鈷
杵
（
以

上
、
当
館
）
、
金
銅
一二
鈷
杵
（
個
人
）
、
金
銅
五
鈷

杵
〔
請
来
形
〕
、
金
銅
輪
宝
、
金
銅
掲
磨
、
金
銅

火
舎
、
金
銅
華
瓶
、
金
銅
金
剛
盤
、
金
銅
六
器

（
以
上
当
館
）
、
◎
-―-
具
足
（
聖
衆
来
迎
寺
）
、

金
銅
柄
香
炉
（
高
山
寺
）
、
金
山
寺
香
炉
（
長

谷
寺
）
、
金
山
寺
香
炉
、
響
銅
王
子
形
水
瓶
〔
承

盤
付
〕
、
銅
王
子
形
水
瓶
、
銅
王
子
形
水
瓶
〔
か

ぶ
ら
形
〕
、
金
銅
仙
釜
形
水
瓶
（
以
上
当
館）、

＠
籠
手
（
春
日
大
社
、
＼
2
／

l
)
、
黒
漆
蒔

絵
脇
息
（
薬
師
寺
‘
¥
2
/
1
)
、
笑
婁
鼓
（
龍

田
大
社
、
i
2
/
1
)
、
三
鼓
胴
（
手
向
山
八
幡

宮
、
i
2
/
1
)
、
二
帯
笙
（
談
山
神
社
、
＼
2
／

l
)
、

◎
入
峯
斧
（
当
館
、
＼
3
／

8
)
、
◎
三
鈷
剣
（
鞍

馬
寺
、
i
3
/
8
)
、
◎
一二
鈷
剣
（
長
谷
寺
、
＼

3
/
8
)
、
◎
孔
雀
文
鎗
金
経
箱
（
浄
土
寺
、

2
/
3
¥
3
/
8
)
、
◎
鳳
凰
文
鎗
金
経
箱
、

正
倉
院
宝
物
模
造
．

f
H手
辛
鋤
、
同
・
子
日

H
利
緋
、
同
・
黄
金
荘
大
刀
、
同
・
金
銀
荘
横
刀
、

同
・
黒
作
横
刀
（
以
上
当
館
、
2
/
3
¥
3
/
8
)
、

同
・
金
銀
平
脱
皮
箱
（
セ
ゾ
ン
現
代
美
術
館
、

2
/
3
i
3
/
8
)
、
同
・
斑
犀
把
紅
牙
撥
鍍

鞘
刀
子
、
同
・
紫
檀
把
黒
漆
二
合
鞘
刀
子
、
同
・

斑
犀
把
白
牙
鞘
金
銅
荘
刀
子
（
以
上
当
館
、

2
/
3
¥
3
/
8
)
、
公
験
唐
櫃
、
大
般
若
経

櫃
（
以
上
当
館
、
3
/
9
¥
）
、
＠
金
銅
透
彫

幡
頭
（
中
鼎
寺
金
色
院
、
3
/
9
¥
)
、
◎
紅

花
文
磐
（
峰
定
寺
、
3
/
9
¥
）
、
孔
雀
文
磐
（
当

館
、
3
/
9
¥
）
、
蓮
華
形
磐
（
慈
眼
寺
、

3
/
9
¥
)
、
正
倉
院
宝
物
模
造
・
伎
楽
装
束

〔
呉
女
〕
、
同
•
新
羅墨
、
同
・
天
平
筆
、
同
・
金

銀
絵
和
琴
、
同
・
黒
柿
両
面
厨
子
、
同
・
紫
棺

金
銀
絵
書
几
、
同
・
木
画
紫
檀
双
六
局
、
同
・

撥
鍍
基
子
（
以
上
当
館
、
3
/
9
i
)

【
書
跡
】

[
1
/
4
i
2
/
1
]
＠
紫
紙
金
字
金
光

明
最
勝
王
経
（
当
館
）
、
＠
賢
愚
経
〔
大
聖
武
〕

（
東
大
寺
）
、
＠
大
毘
鷹
遮
那
成
仏
神
変
加
持

経
〔
吉
備
由
利
願
経
〕
（
西
大
寺
）
‘
◎
大
般
若

経
〔
長
屋
王
願
経
〕
（
瑞
光
寺
）
‘
◎
大
般
若
経

〔
魚
養
経
〕
（
薬
師
寺
）
、
楡
伽
師
地
論
巻
第
十

六
〔
五
月

一
日
経
〕
（
個
人
）
、
楡
伽
師
地
論
巻

第
八
十
九
〔
舎
人
国
足
願
経
〕
（
当
館
）
、
＠
国

消
寺
外
求
法
惣
目
録
（
園
城
寺
）
、
＠
泉
涌
寺

勧
縁
疏
（
泉
涌
寺
）
、
＠
唐
人
送
別
詩
井
尺
贖

（
園
城
寺
）
、
＠
禅
院
額
字
「前
後
」
（
東
福
寺
）
、

夢
窓
疎
石
筆
円
覚
経
偽
（
当
館
）

[
2
/
3
i
3
/
1
]
紫
紙
金
字
法
華
経

巻
第
ニ
・
―
―-
（
当
館
）
、
＠
大
般
涅
槃
経
巻
第
十

二
〔
中
尊
寺
経
〕
（
金
剛
峯
寺
）
‘
◎
神
護
寺
如

法
執
行
問
答
、
遺
跡
講
式
、
涅
槃
講
式
（
以
上

当
館
）
‘
◎
涅
槃
会
法
式
（
高
山
寺
）
‘
◎
弥
勒

講
式
、
◎
地
蔵
講
式
（
以
上
笠
置
寺
）
‘
◎
星

尾
寺
縁
起
（
高
山
寺
）
、
明
恵
上
人
夢
記
、
◎

慈
円
筆
懐
紙
（
以
上
当
館）

[
3
/
2
1
4
/
4
]
◎
大
宝
二
年
豊
前

国
仲
津
郡
丁
里
一
戸
籍
、
◎
大
宝
―
一
年
筑
前
国

嶋
郡
川
辺
里
戸
籍
、
◎
泄
頂
随
願
往
生
経
〔
石

川
年
足
願
経
〕
、
華
手
経
巻
第
十
二
〔
五
月

一

日
経
〕
、
阿
闇
惟
王
経
〔
五
月

一
8
経
〕
（以
上

当
館
）
、
別
訳
雑
阿
含
経
巻
第
十

〔五
月
十

一

日
経
〕
（
宝
厳
寺
）
、
彩
賤
法
華
経
妙
音
菩
薩
品

（
施
福
寺
）
‘
◎
造
東
大
寺
司
牒
、
◎
弘
福
寺

牒
井
大
和
国
判
（
以
上
当
館
）
‘
◎
阿
弥
陀
悔

過
料
資
財
帳
（
東
大
寺
）
、
弘
法
大
師
二
十
五

箇
条
遺
告
（
能
満
院
）
‘
◎
七
大
寺
日
記
（
当
館
）

【
絵
画
】

[
1
/
4
1
2
/
1
]
＠
阿
弥
陀
一
二
尊
お

よ
び
童
子
像
（
法
華
寺
）
‘
◎
阿
弥
陀
如
来
像

（
一
乗
寺
）
‘
◎
釈
迦
一二
尊
像
（
総
持
寺
）
‘
◎
釈

迦
三
尊
像
〔
仁
王
会
本
尊
〕
（
西
大
寺
）
、
＠
両

界
曼
荼
羅
〔
子
島
曼
荼
羅
・
胎
蔵
界
〕
（
子
島

寺
）
、
＠
十
一
面
観
音
像
（
当
館
）
‘
◎
地
蔵
菩

薩
像
（
知
恩
院
）
、
＠
十
二
天
像
〔
梵
天
・
毘
沙

門
天
〕
（
西
大
寺
）
‘
◎
善
女
竜
王
像
（
大
通
寺
）
、

＠
一
遍
聖
絵
第
四
巻
（
消
浄
光
寺
・
歓
喜
光
寺
）
、

◎
八
幡
縁
起
絵
巻
下
巻
（
東
大
寺
）
、
山
王
宮

曼
荼
羅
（
当
館
、
＼
l
／

18)
、
生
駒
宮
是
荼

羅
（
往
馬
大
社
、
1
/
2
0
¥
）
、
◎
生
駒
宮
曼

荼
羅
、
扇
面
画
帖
、
＠
辟
邪
絵
〔
神
虫
・
鍾
旭
〕

（
以
上
当
館
）
、
＠
聖
徳
太
子
像
（
一
乗
寺
）

[
2
/
3
1
3
/
1
]
◎
仏
涅
槃
図
（
浄
土

寺
）
、
◎
仏
涅
槃
図
〔
陸
信
忠
筆
〕
（
当
館
）
、
◎

八
相
涅
槃
図
（
絨
神
社
）
、
仏
涅
槃
図
（
元
興

寺
町
）
、
◎
十
六
羅
漢
像
（
長
寿
寺
）
‘
◎
五
百

羅
漢
像
（
大
徳
寺
）
、
＠
天
台
高
僧
像
〔
龍
樹
・

最
澄
〕
（
一
乗
寺
）
‘
◎
真
言
八
祖
像
〔
一
行
・

爵
・
掠
．
鼎
な
ど
商
（
殷
）
周
時
代
の
も
の
を
中

心
に
様
々
な
器
種
を
二
四

0
点
展
示
し
て
い

ま
す
。

@
1
1
国
宝
、
◎
11
重
要
文
化
財

出
陳
品
は
都
合
に
よ
り
一
部
変
更
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

平
常
展「
中
国
古
代
青
銅
器
」

ー
／
4
＼
本
館
第
14.15
室

特

別

出

陳

本

館

＠
薬
師
如
来
立
像
（
唐
招
提
寺
金
堂
）

空
海
〕
（
神
護
寺
）
‘
◎
法
燈
国
師
像
（
典
国
寺
）
、

◎
夢
窓
国
師
像
（
妙
智
院
）
、
＠
両
界
晏
荼
羅

〔
子
島
曼
荼
羅
・
金
剛
界
〕
（
子
島
寺
）
、
◎
八

大
仏
頂
曼
荼
羅
（
園
城
寺
）
‘
◎
紅
破
璃
阿
弥

陀
如
来
像
（
長
命
寺
）
、
文
殊
菩
薩
像
（
当
館
）
、

◎
十
一
面
観
音
像
（
太
山
寺
）
‘
◎
如
意
輪
観

音
像
（
宝
厳
寺
）
、
両
頭
愛
染
曼
荼
羅
、
不
動

明
王
二
童
子
図
像
、
理
趣
経
曼
荼
羅
図
像
、
十

巻
抄
〔
天
部
〕
（
以
上
当
館
）

[
3
/
2
¥
4
/
4
]
◎
阿
弥
陀
十
六
観

変
相
図
（
阿
弥
陀
寺
）
、
阿
弥
陀
浄
土
図
〔
伝

智
光
曼
荼
羅
〕
（
能
満
院
）
‘
◎
阿
弥
陀
一云一尊

来
迎
図
（
心
蓮
社
）
‘
◎
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図

（
松
尾
寺
）
‘
◎
九
品
来
迎
図
（
瀧
上
寺
）
、
◎

十
王
像
〔
陸
仲
淵
筆
〕
（
当
館
）
、
◎
二
河
白
道

図
（
当
館
）
、
＠
六
道
絵
〔
人
道
不
浄
相
・
等
活

地
獄
〕
（
聖
衆
来
迎
寺
）
‘
◎
聖
徳
太
子
絵
伝

（
橘
寺
）
、
＠

一
遍
聖
絵
第
二
巻
（
消
浄
光
寺
・

歓
喜
光
寺
）
、
善
恵
上
人
絵
第
三
巻
（
浄
橋
寺
）
、

◎
矢
田
地
蔵
縁
起
（
金
剛
山
寺
）
‘
◎
文
殊
菩

薩
像
（
西
大
寺
）
‘
◎
千
手
観
音
像
（
当
館
）
、

如
意
輪
観
音
像
（
当
館
）
‘
◎
不
動
明
王
像
（
石

山
寺
）
、
孔
雀
明
王
像
（
個
人
）
、
春

H
宮
曼
荼

羅
（
個
人
）
‘
◎
春
B
浄
士
曼
荼
羅
（
能
満
院
）



の
こ
理
解
を
得
て
、
全
体
出
陳
数
の
三
分
の
＿
以
上
に
上
る
計
四
十
五

「
高
麗
時
代
の
美
術
展
」
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館

が
市
中
心
部
へ
移
転
し
て
最
初
の
特
別
展
と
し
て
、
二

0
0
三
年
十
月

長
い
歴
史
の
中
で
も
、
高
麗
時
代
は
仏
教
に
裏
付
け
さ
れ
た
芸
術
性
の

に
集
め
た
展
覧
会
が
、
ア
メ
リ
カ
の
地
で
開
か
れ
た
の
は
今
回
が
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

日
本
か
ら
も
、
全
国
の
美
術
館
、
博
物
館
、
寺
社
な
ど
各
所
蔵
者
か
ら

伝
え
る
仏
画
・
仏
像
・陶
磁
器
・
金
エ
・漆
工
等
の
名
品
の
数
々
を
＿
堂

高
い
文
化
を
生
み
出
し
た
時
代
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
栄
華
を

十
八
日
か
ら
二

0
0四
年
＿
月
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
韓
国
の

噂し

と
な
っ
た
展
覧
会
と
し
て
、
今
後
も
長
く
記
憶
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

も
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
韓
国
仏
教
美
術
の
魅
力
を
広
く
紹
介
す
る
端
緒

す
も
同
じ
年
に
再
び
当
館
が
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
高
麗
美
術
展
」

を
韓
国
・
国
立
慶
州
博
物
館
と
と
も
に
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
図
ら

当
館
は
昨
春
、
ニ
ュ
—
ヨ
—
ク
に
お
い
て
「
日
韓
初
期
仏
教
美
術
展
」

の
ア
メ
リ
カ
人
の
目
に
焼
き
付
け
た
の
で
す
。

彩
色
が
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
、
ニ
ュ
—
ヨ
—
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
も
一
面

て
い
ま
す
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の

こ
う
ら
い

『
高
麗
時
代
の
美
術
展
』
に
協
力

ア
ジ
ア
美
術
館
か
ら
の
委
任
に
よ
り
、
日
本
か
ら
の
出
陳
品
に
関
す
る

出
陳
交
渉
・
輸
送
・
展
示
・
点
検
等
を
行
う
形
で
本
展
覧
会
に
協
力
し

あ
ま
た
の
出
陳
品
の
中
で
、
今
回
最
も
多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め

か

が

み

じ

ん

じ

ゃ

よ

う

り

ゅ

う

か

ん

の

ん

ぞ

う

て
い
た
の
が
、
佐
賀
県
唐
津
市
・
鏡
神
社
所
蔵
の
楊
柳
観
音
像
で
す
。
縦

五
メ
ー
ト
ル
近
く
に
も
及
ぶ
大
き
さ
は
会
場
で
も
圧
倒
的
な
存
在
感

う
る
わ

を
誇
る
と
と
も
に
、
観
音
の
麗
し
い
表
情
と
透
明
感
の
あ
る
華
や
か
な

を
使
っ
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
＿
三
一

0
年
に
高
麗
王
朝
の

も
と
で
描
か
れ
‘
＿
三
九
二
年
に
鏡
神
社
に
も
た
ら
さ
れ
大
切
に
ま
つ
ら

れ
て
き
た
楊
柳
観
音
像
は
、
今
回
再
び
海
を
渡
っ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

お
も
む

の
地
ま
で
赴
き
、
高
麗
仏
画
の
驚
く
べ
き
芸
術
的
水
準
の
高
さ
を
多
く

件
が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
国
立
博
物
館
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
直i
＂胃.,,,.,-,.... 

●公開講座 『大和の神々と美術 七支刀と石上神宮の神宝』●

1月24日（士）

1月31日（土）

① 「七支刀とその時代」

② 「石上神宮の歴史的背景」

① 「東アジアの国際関係と七支刀」

② 「石上神宮の禁足地出土品」

※時間：①13:30-14:30 ② 14:40-15:40 

町田

和田

田中

井口

章

苧

明
俊

喜晴

会場：講堂

（奈良文化財研究所所長）

（京都教育大学教授）

（滋賀県立大学助教授）

（当館上級研究貝）

定員 ：200名 聴講無料

●ギャラリートーク•

1月14日（水）

2月llB(水）

3月10日（水）

「七支刀と禁足地出土品」

「四天王と十二神将」

「お水取りと若狭井」

井口

山岸

野尻

喜晴

公基

忠

（当館上級研究員）

（当館調介貝）

（当館美術室研究員）

※時間： 14:00- 会場：展示室 入館者聴講自由

●展覧会日程●

l 月 I 2 月 I 3 月

本 館 平常展〔彫刻〕・〔中国古代青銅器〕 (l/4-) 

西新館 平常展〔絵画・書跡・エ芸・考古〕 (l/4-4/4) 

東新館 ＇ 特別陳列 「七支刀と石上神宮の神宝」(1/4-2/8) , ’’ 特別陳列 「お水取り」(2/17-3/21) ' 
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展示品の
見どころ
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図

JJ
し
支い七

国宝

古墳時代（百済時代、41ft紀）
奈良•石上神宮

石上神宮の神庫に永く神宝として伝えられてきた鉄剣で、銘文には七支刀と

記されている。鍛鉄製で、身の左右にそれぞれ3本の枝刃を交互に作り出す、

特異な形状の両刃の剣である。表裏面の刃に沿う辺縁と枝刃の中央に金線が

施され、両面にあわせて61文字が金象嵌の技法で表されている。象嵌の一部

が剥落し、銘文をめぐって多くの研究がなされてきたが、現在は異論もあるが、

おおよそ次のように解読されている。

（表）泰□四年五月十六日丙午正陽造百練鋼七支刀口辟百兵宜供供侯王口
ロロロ作

（裏）先世以来未有此刀百済王世口奇生聖口故為倭王旨造伝□□世
最初の二文字については、中国の東晋の年号、太和と音が共通するところから

泰和とみて、西暦の369年にあてる説が有力で、大意は、泰和4年に百済王の世

子 （太子）が倭王のために七支刀を作ったと解釈される。またRS本書紀』によ
れば、神功皇后52年9月に百済から七子鏡l面などとともに七枝刀l口が献上さ

れたとあり、この七支刀がそれに該当すると考えられている。書紀の神功皇后

52年 (252年）は、120年を加えて年代を修正する方法によれば、西暦372年にな

り、ほぼその伝承が裏書きされることになる。4枇紀から5世紀の朝鮮半島は高

句麗、百済、新羅と伽耶諸国が分立し、なかでも北方の高旬麗が南下して、百

済と激しく対立していた時代で、倭国（日本）はそのころから百済と緊密な関係

を結び始める。この七支刀は、当時の東アジアの国際情勢を考える上に、欠くべ

からざる一等の歴史資料である。

（上級研究員 井口 喜哨）

七支刀（表） 銘文 七支刀（表） 全体

■開館時間 午前9寺30分～午後5時、ただし1月11日（日）、2月3日（火）、
3月12日（金）は午後7時まで（入館は閉館の30分前まで）

■休館日 月曜日休館
（ただし1月12日（月、祝日）は開館、 13日（火）は休館、

3月1日（月）・3月8日（月）は開館）

■観覧料金 猿沢池

＿

団

平

常

展
般

体

大 人大学・高校生

420円 130円

210円 70円

登大路 ● 
~ ◆ 
近鉄奈良駅

~ 

三条通

冶
＊団体は責任者が引率する20名以上。
＊特別陳列は平常展料金でご覧いただけます。

〔交通案内〕近鉄奈良駅から徒歩75分、またはJR奈良駅・近鉄奈良駅から

バスで 「氷室神社•国立博物館」 下車すぐ

『奈良国立博物館だより」は、 l-4-7-10月に発行します。郵送

をご希望の方は、伺月号かを明記し、返信用封筒(90円切手貼付、

宛名明記）を同封して、当館の企画室にお申し込みください。

唸 奈良国立博物館
Nara N at10nal Muse um 

〒630-8213奈良市登大路町50(奈良公園内） TEL. 0742-22-7771 FAX. 0742-22-7221テレホン・サービス 0742-22-3331ホームページ(URL)http:/ /www.narahaku.go.jp/ 




